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１ 背景・ねらい
牧草種子の採種栽培を行う場合、病害虫の防除のために、全生育期間を通じてブー

ムスプレーヤによる殺虫剤、殺菌剤等の薬剤散布を行う必要があります。草丈が非常

に高いギニアグラスや青刈トウモロコシなどの一部の飼料作物には使用できません。

しかし、市販の高所散布用ブームスプレーヤは高価である上に、ブームをチェーン

で吊り上げる方式であるために作業中の安定性に欠けます。また、人力による散布作

業は、効率が低い上に人体に薬剤が付着しやすいため好ましいものではありません。

そこで、既存の両腕式ブームスプレーヤを低コストで高所散布タイプに改造する工

夫を考案しました。

２ 内容・特徴・効果
この考案はパンタグラフ方式の昇降装置を採用し、安定性を確保しつつ高所散布が

できるように改造したものです。

トラクタの油圧シリンダで駆動したパンタグラフがブームを持ち上げ、ブームは枠

に沿って地面に水平を保ってスライドする構造になっています。

散布できる高さは、１～２ｍの間で調節が可能となるようにしました。

改造に要した経費はおよそ２０万円でした。

なお、さらなる工夫によって、ブームのスムーズな上下稼働が可能となり、しかも

高さを２．７ｍまで引き上げられると考えられることから、現在、鋭意改造している

ところです。
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